
 １０月８日、なくせじん肺全国キャラバンの中国

ブロックキャラバン隊が岡山労働局、岡山県、中

四国農政局への要請を行いました。 

 これには、建交労労職部会中央、中国、県本

部の役員、いの健岡山県センター藤田事務局

長、県労会議から12人が参加しました。県の要

請には、日本共産党須増県議も同席しました。 

 発注者として有害なトンネル掘削作業の 

労働時間制限、アスベスト対策強化を 

 要請では、トンネル工事の発注積算が1日8時

間と改正されて実施されているが、実態はそれ

に残業が4時間加わり12時間労働と今までと変

わっていない。じん肺を引き起こす有害業務と

指定されており、残業は2時間に制限されてい

る。この完全な実施のために、現在2件のトンネ

ル工事をしている発注者として、労働時間の制

限を発注条件とするよう要請しました。 

 県は、違法状態があれば、労働局が取り締ま

ることになる。発注契約の内容に違法がなけれ

ば労使の自主的な取り決めになるとの立場を示

しました。また、じん肺基金設立決議が出ていな

い唯一の県と指摘し対策強化を求めました。 

 また、アスベスト建築物解体の立入検査や事

前の把握などの対策強化などを求めました。 

2015年10月16日 №52 
 働くもののいのちと健康を

守る岡山県センター     

 岡山市北区春日町5‐6 
 ℡086‐221‐0133 
  URL:http://ww1.tiki.ne.jp/
~okakenro/karoushi.htm 

じん肺・アスベスト被害根絶をーじん肺キャラバン 

労働局、県、中四国農政局へ要請 

 県への要請をするキャラバン隊 10月8日  

  

ＣＴ画像の提出強要しないなど要請―労働局  

 労働局では、じん肺療養の要否に喫煙歴を判

断理由にしないこと、じん肺管理区分決定にＣＴ

画像提出の強要をしないこと、トンネル工事の労

働時間の実態の立ち入り調査、粉塵職場への

監督強化を要請しました。 

 中四国農政局では、高知県でのトンネル工事

について8時間労働を契約時に受注者に要請

し、監督署にもその監督を要請したことなどの説

明があり、今後も継続することを要請しました。 

「過労死等予防対策推進シンポ」への参加を 
 11月28日13時半－16時 岡山市勤労者福祉センター４階大会議室 
  講演：岩城穣弁護士（過労死防止全国センター事務局長）、清水善朗弁護士、 

   山本勝敏弁護士(過労死弁護団）主催：厚生労働省 
 昨年６月成立した過労死等防止対策推進法は、「過労死防止の責務を国、自治体が持つ」と

定めました。これにより、昨年家族の会やいの健センターが各地で開催してきた過労死防止の

「集い」を厚生労働省主催で行うことになり、岡山でも11月28日「シンポ」が開催されます。

これまでの運動の大きな成果です。是非ご参加ください。 

 また、推進法では「大綱」を定めるとして、過労死防止運動を進めてきた家族の会、弁護

士、学者7人が大綱制定の協議会に入り月80時間以上の36協定をゼロにする、労働時間間隔を11

時間以上にすることを提起しましたが、現行法制度が前提として入りませんでした。（裏面） 

 これらは過労死防止のカギとなるもので、今後の運動方向を提示する講演となります。 




	news52
	20151016120400

